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１．淀川河川公園の紹介
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■淀川河川公園の位置関係
・淀川河川公園は、大阪湾の淀川河口部（大阪府）から桂川、宇治川、木津川が合流する三川合流域
（京都府）までの延長約３７ｋｍの両岸の河川敷に位置する（一部堤内地もあり）

・現在（令和５年１２月時点）までに４１地区、２４８．７haを供用（全体計画１，２１６ha）
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■大阪圏における淀川の意義（都市部における貴重なオープンスペース）

出典：国土数値情報（都市地域土地利用細分メッシュデータ）

○沿川9市町の都市公園面積に
占める淀川河川公園の割合（令和２年度時点）

出典：令和2年度末都市公園等整備現況調査 （国土交通省都市局）

建物等が密集し、
一人あたり都市公園面積の少ない沿川市町において、
まとまったオープンスペースを確保。
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周辺の土地利用状況（令和3年）
沿川市町の一人当たり公園
面積は全国平均の半分以下

14%

86%

都市公園数
計2,032箇所
(1,693ha) 公園面積では、沿川

市町の都市公園の
14％を占める 

○一人あたり都市公園面積（令和２年度時点）

１．淀川河川公園の紹介
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■河川法の制定

１．淀川河川公園の紹介

出典：淀川河川事務所HP（国土交通省）

○ 明治18年（1885年）に淀川で未曾有の大洪水が発生したことをきっかけに、治水工事への要望が
高まり、河川法が制定。

○ 制定後、近代治水工事のさきがけといえる淀川改良工事を実施。

3



■戦後の淀川の河川改修
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○ 昭和３９年の東京オリンピックを契機に「国民の体力づくり」への要望の高まり。

○ 一方で、都市の市街化が急速に進展し公園が不足。

○ 昭和４６年の淀川水系工事実施基本計画の改定に伴って生み出される高水敷を、近畿圏の人々
に豊かな自然的環境と多様なレクリエーション空間として提供することを目的に、国内初の国
営の河川公園として整備を開始。

河川敷に国民が気軽に
楽しめる国民広場を設置する

昭和39年
東京オリンピック開催

昭和40年
国民健康体力増強対策
関係閣僚懇談会の議決

国民のスポーツ
活動の活発化
意識の高まり

story2image

○昭和４７年の事業着手
○昭和４８年に太間・八雲・外島の３地区の仮オープン
○昭和４９年１０月には７地区を開園
○昭和５１年淀川河川公園がイ号国営公園に位置づけ

■淀川河川公園の整備の背景

河川事業として
スタート
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http://www.joc.or.jp/past_games/tokyo1964/story02/index.html


西中島地区
（淀川アーバンキャンプ）

鳥飼下地区（フットサル場）

佐太西地区（野球場）

西中島地区（BBQ）

赤川地区（テニスコート）

西中島地区（ドッジボール遊び）

１．淀川河川公園の紹介
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２．公園基本計画
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●「治水・利水の整備計画との調和をはかりつつ、大阪、京都府境から下流域における、自然環境の
保全とレクリエーション施設の整備を図り、淀川の河川敷という条件を活かして、他の都市公園で
は実現できない新しいタイプの公園を具現する」指針として、昭和５０年に「淀川河川公園基本計
画」を策定。公園の整備及び管理運営の基本的な方針を記載。

● 平成２０年に「淀川河川公園基本計画」を抜本改定。（現行計画）



●「治水・利水の整備計画との調和をはかりつつ、大阪、京都府境から下流域における、自然環境の
保全とレクリエーション施設の整備を図り、淀川の河川敷という条件を活かして、他の都市公園で
は実現できない新しいタイプの公園を具現する」指針として、昭和５０年に「淀川河川公園基本計
画」を策定。公園の整備及び管理運営の基本的な方針を記載。

● 平成２０年に「淀川河川公園基本計画」を抜本改定。（現行計画）

②淀川の自然環境の保全・再生を図る
改定計画では、河川の横断及び縦断方向に、自然
環境が連続し、生態系のネットワークが保全・再
生されるように河川形状の修復を図る。

三島江地区 整備イメージ 平成28年度 三島江地区写真

①ゾーニング計画を新たに定める
これまで河川敷を分断するように設定されてい
た地区区分を改め、淀川特有の自然環境が縦断
及び横断方向に連続するよう新たにゾーニング
を設定する。

模式平面図 模式横断図

④淀川にまつわる歴史・文化資源を活かす

淀川の歴史：旧毛馬第一閘門 三川合流部

③淀川らしい利用ができるようにする
自然環境を次世代に引き継ぐことを念頭に、自
然環境の保全・再生と利用との調和を図る。
水辺の風景が楽しめるよう、散策・サイクリン
グ等で淀川全体をつなぎつつ、周辺のまちづく
りとも連携し、まちと淀川をつなぐように取り
組みを実施する。

カヌー体験 淀川らしい水辺の景観

渡しや舟運、旧毛馬閘門、三川合流部などについ
て、保存や展示、その言い伝えを後世に伝えるこ
とを行うなど、淀川にまつわる歴史・文化に関す
る資源を活かす。
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自然環境保全・再生ゾーン
計画面積273ha（22%）

水辺環境保全・再生ゾーン
計画面積569ha（47%）

多目的利用ゾーン
計画面積374ha（31%）

・干潟や砂州、ヨシ原、ワンドなどの

淀川特有の自然環境を有する地区等

・河川敷の切り下げ、干潟やワンドな

どの保全・再生など、地区の特性を

踏まえながら生物の生息・生育の場

の保全・再生を図るゾーン

・自然環境の保全・再生を優先し、人

の立ち入りを抑制するなど利用調整

・水陸移行帯等の自然環境の保全・再

生を図るための河川敷の切り下げな

ど、水際に沿って河川形状の修復の

取り組み

・その上で、自然環境の特性を損なわ

ないよう留意しつつ、散策や観察な

どを通じて自然と触れあえるゾーン

・水辺での水遊びや自然観察、原っぱ

での遊びや運動、休憩、散歩など

様々な形で淀川の自然環境の中で水

に親しみ、憩う場

・世代を問わず多様な利用者が、安全

かつ快適に楽しむゾーン

３つの地域区分

■公園のゾーニング計画
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■公園のゾーニング計画

淀川の自然環境が縦断
及び横断方向に連続する

ようゾーンを設置
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淀川河川公園基本計画の策定（改定）

※淀川河川公園基本計画策定（改定）委員会にて策定

地区別公園整備計画の策定

※淀川河川公園地域協議会にて策定
※全体協議会にて各地域の公園整備計画の確認

設計

施工

維持管理

概ね５年毎に、
実施する主要
事業を決定
（国営公園整
備プログラム）

３．公園基本計画(地区別公園整備計画から事業執行の流れ)



公園管理者（地方整備局等）

受託者（民間競争入札により落札）

国
庫
一
般
会
計
へ
納
入

【一元的管理方針のもと多岐にわたる業務の総合調整】

・業務全体の計画立案
・業務全体の総合調整、進捗管理
・臨機の措置
・国の工事、設計等への助言
・入園料等徴収、入退園管理  等

全体の計画立案・マネジメント

土
日
祝
日
を
含
め
た
通
年
管
理

・除草、外来種の除去
・施肥、灌水
・樹木の剪定  等

・建物管理
・工作物管理
・建物・工作物設備管理
・清掃 等

収益施設等
運営

・売店 等

公園施設の
設置・管理許可

収益(独立採算)
により実施

・行催事企画運営・広報
・環境教育活動調整
・ボランティア活動調整
・利用案内
・巡視・救護   等

運営維持管理業務契約

委託費により実施

企画運営管理

施設・設備維持管理 植物管理

入
園
料
等

使
用
料
等

運営維持管理業務

・一般に国営公園の運営維持管理は、規模の大きな修繕を除き、民間事業者に包括的に委託。
・淀川河川公園の場合は、規模の大きな修繕工事以外にも除草や洪水や台風に伴う施設撤去等を国営公園運営維持管理
業務と別に高水敷維持作業として実施。

■国営公園の運営維持管理の仕組み

除草、洪水や台
風に伴う公園施
設（管理所、トイレ
等）の撤去、再設
置

高水敷維持
作業契約

４．淀川河川公園の運営管理
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● 一般に国営公園の運営維持管理は、規模の大きな修繕を除き、民間事業者に包括的に委託。
● 淀川河川公園の場合は、規模の大きな修繕工事以外にも除草や洪水や台風に伴う施設撤去等を国営

公園運営維持管理業務と別に高水敷維持作業として実施。



（利用案内）

公園利用者の安全安心を確保し、円滑に利用してもらうために利用
指導及び利用案内等の公園利用者に対するサービスの提供、公園
利用者の施設予約等の受付、園内巡視等を行う。

○企画運営管理業務
（行催事の企画運営、広報）
利用促進のための行催事や広報宣伝の企画・立案・実施及び参加者
受付を行う。

利用者への利用案内・利用指導ミュージック＆マルシェの開催
（背割堤地区）

園内の巡視・点検みなと五六市の開催
（枚方地区）

（多様な利用プログラムの提供）

 淀川を利用しながら淀川に対する理解を深めてもらうため、淀川とそ
の周辺の歴史文化や自然環境などを学ぶプログラムなど多様な利用
プログラムの提供を図る。

大阪・淀川市民マラソン
（枚方地区）

淀川わいわいガヤガヤ祭り
（鳥飼上地区）

地域の歴史まちあるき野鳥観察会
（背割堤地区）

（地域と連携した各種イベントの実施）

 淀川河川公園を活用し、多くの利用者が参加・体験できる多様な利
用プログラムについて、周辺自治体や関係団体など地域と協力・連携
したイベント等の充実を図る。

４．淀川河川公園の運営管理
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公園内の刈草と植物残渣を
原料とした堆肥づくり

地域の幼稚園と連携した
チューリップの球根植え付け作業

（太間地区）

○施設・設備維持管理

建物、園路広場、電気設備、汚水・排水施設等について、所要の目的が達成されるよう、日常、適宜巡回点検・保守点検し、常に安全で良好な状態
にあるよう、利用の状況に応じて破損箇所の軽微な補修又は補充を適切に行う。

○植物管理

利用状況、景観等に応じた草花管理、外来種の除去、施肥、潅水、樹木の剪定等を行うことにより、園内の植物が常に良好な状態にあるように植物
管理を行うとともに、公園利用者に怪我等がないよう適切な管理を行う。

年間管理計画に基づく草花管理
（太間地区）

施設点検（集水桝の点検） 施設修繕
（雨漏りの簡易な修繕）

清掃（建物の清掃）施設点検（操作盤の点検）

高木管理（支障木剪定）

４．淀川河川公園の運営管理
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○収益施設等運営

公園内の売店・自動販売機の営業

公園内の有料バーベキュー場の運営

公園内のスポーツ施設の運営

４．淀川河川公園の運営管理
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